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F 13 布のせん断性実験教具の開発

愛知教育大　 ○矢口雅子　　日下部信幸

目的　被服の布には数多くの種類があるが、実際には織物

と編み物ばかりが多く、フェルトや不織布などの布は特別な

場合を除いて使われていない。これは、剛軟性や引き裂き強

さのほかにせん断性が大きく関係しているためである。本研

究は、織物と編み物が特に被服% 戸していることを理解させ

るために、布のせん断性実験教具を開発したので報告する。

方法　図１はベニヤ板、工作材、ナットなど身近な材料で

製作した布のせん断性を調べる実験装置で、試験片の幅と長

さが変えられるようにしている。測定方法は、試験片を取り一

付けた後、板を垂直に立て、静かに左・右に倒したときのず

れの角度をせん断変形量、図２のように手ばかりで8 °せん

断変形時の応力をせん断荷重として求める。さらに、実用的

せん断性実験教具を数台製作し、授業への適用性を検討する。

結果　１、本実験教具による測定値はKE  Sせん断試験機

とかなり良い一致が得られた。２、本実験教具を用いて授業

を行えば、被服の布にはなぜ織物と編み物が多く使われてい

るかについて、理解が得られやすい。
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図l　 試作のせん断性実験教具

図2　 せん断荷重の測定方法

(DBT 部｢棄しくできるu 肪･ 那 の活用鴎｣ 家朗 龍(1990)
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（ 方 法 ）

二 次 元 イ メ ー ジ拡 散 法 を 用 い た授 業 「 生 活 行 動 と 生 活 時 間 」を 行''''. そ れ を 分 析 す る.

（ 結 果 ）

授 業 実 践の 結 果， 次 の こ と が示 唆 さ れ た.

① 二 次 元 イメ ー ジ 拡 散 法 は 自 己意 識 形 成 を 支 援 す る 方 法 とし て 有 用 で あ る

② シ ン プ ル な 手 法 で あ る た め， 作 成 に 時 間 が か か らな い

③ マッ ピ ン グ の プ ロ セ スで 思 考 が 大 切 に さ れ,       コ ミa.  ― ケ ーシ ョ ン を 活 性化 さ せ る

④m 標 軸 は主 観 的 な 基 準に よっ て 決 め ら れ る の で， 教 師 の 意 図 を 充 分 反 映さ せ ら れ る

(1) 松 原， 守 山， 赤 崎：　自 己 イ メ ー ジ 形 成 を 支援 す る イ メ ー ジ マ ッ ピ ン グ の 試 み
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